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平成 26 年 12 月 24 日

天美地区都市再生整備計画

平成２２年度　～　平成２６年度　（５年間） 大阪府松原市

・緊急車輌の目標到着時間を超える区域面積を17,900㎡（H21年度）から0㎡（H26年度）に減少する。
・地区道路密度を10.6％（H21年度）から12.1％（H26年度）に増加する。
・交流イベント回数を0回/年（H21年度）から2回/年（H26年度）に増加する。
・地域住民の安心・安全に関する満足度を40.4％（H21年度）から50％（H26年度）に向上する。
・スポーツ施設の利用者数を0人/月（H23年度）から880人/月（H26年度）に増加する。

消防車による消火活動の到達時間として消防車到着時間７分を超える区域を算出する。

地区面積あたりの道路面積を算出する。

コミュニティセンターを利用した交流イベント開催回数を調査する。

安全・安心に関する意向調査により満足度を調査する。

スポーツ施設開設時における施設利用者数を調査する。

Ａ1　基幹事業

事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H22 H23 H24 H25 H26

1-A1-1 都市再生 一般 松原市 直接 天美地区都市再生整備計画事業 松原市 1,631.0

合計 1,631.0

Ｂ　関連社会資本整備事業

事業 地域 交付 直接 備考

種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30

合計

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30

合計 0.0

番号 備考

（参考様式２）　　社会資本総合整備計画（市街地整備）
計画の名称

計画の期間 交付対象

計画の目標

大目標：コミュニティのつながりで安心して暮らせるまちづくり
　　目標１：防災機能の強化により安心して暮らせるまちづくり：大和川線及び堺松原線の整備にあわせた区画道路の整備により、消火活動困難地の解消を図るとともに、防災センター
　　　　　　の整備による地区の防災機能を強化し、安心して暮らせるまちをつくる。
　　目標２：地域コミュニティの連携強化：地域活動の振興及び地域間の交流を促進し、健全で安心して暮らせる地域社会の育成を図る。

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

(H21年度) (H26年度)

17,900 ㎡ 0 ㎡

(H21年度) (H26年度)

10.6 % 12.1 %
(高速道路は除く)

(H21年度) (H26年度)

0 回/年 2 回/年

(H21年度) (H26年度)

40.4 % 50 %

(H23年度) (H26年度)

0 人/月 880 人/月

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
1,631.0 Ａ 1,631.0 Ｂ 0.0 Ｃ 0.0

効果促進事業費の割合
0.0%

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

交付対象事業

番号 事業者
要素となる事業名

市町村名
全体事業費
（百万円）（事業箇所）

― 区域面積　A＝105ha

番号 事業者 要素となる事業名
事業内容

市町村名
事業実施期間（年度） 全体事業費

（百万円）（延長・面積等）

一体的に実施することにより期待される効果

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名
全体事業費
（百万円）

一体的に実施することにより期待される効果



（参考様式３）　　（参考図面）市街地整備

計画の名称 天美地区都市再生整備計画

計画の期間 平成22年度　～　平成26年度　（5年間） 大阪府松原市交付対象

1-A1-1
天美地区都市再生整備計画事業 国
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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 105 ha

平成 22 年度　～ 平成 26 年度　　 平成 22 年度　～ 平成 年度　　

目標

目標設定の根拠

まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

㎡ 平成21年度 平成26年度

％ 平成21年度 平成26年度

回 平成21年度 平成26年度

％ 平成21年度 平成26年度

人/月 平成23年度 平成26年度

　安全・安心に関する意向調査による満足度
　事業に対して事業前より高い満足度を得ることで目標の達
成状況を評価する。

40.4% 50%

0㎡
緊急車輌の目標到着時間を超
える区域面積

　消防車による消火活動の到達時間。（幅員５ｍ
以上の道路を使った消防車の到着時間＋ホースを
延ばして現場に到着するまでの時間）

　密集する市街地での速やかな消火活動を実現できる道路環
境を整備し、消防署で目標とする消防車到着時間７分を超え
る区域を縮小する。

17,900㎡

目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

2回/年交流イベント回数

都道府県名 大阪府 松原
まつばら

市
し

天美
あ ま み

地区
ち く

計画期間 交付期間 26

大目標：コミュニティのつながりで安心して暮らせるまちづくり
　　目標１：防災機能の強化により安心して暮らせるまちづくり：大和川線及び堺松原線の整備にあわせた区画道路の整備により、消火活動困難地の解消を図るとともに、防災センター
　　　　　　の整備による地区の防災機能を強化し、安心して暮らせるまちをつくる。
　　目標２：地域コミュニティの連携強化：地域活動の振興及び地域間の交流を促進し、健全で安心して暮らせる地域社会の育成を図る。

　・当地区は、平成２６年度に供用予定である阪神高速道路大和川線（以下、「大和川線」という。）と都市計画道路堺松原線（以下、「堺松原線」という。）の通過する既成市街地である。大和川線
　　は、大阪都市再生環状道路に位置づけられている。
　・当地区は、古くから存在する集落の周りに、戦後の大阪へ人口が集中する時代に、道路等の都市基盤が整わないまま市街化が進んだ地域である。
　・平成７年に大和川線及び堺松原線が計画決定され、平成１１年から用地の買収が始められた。
　・当地区では、市街地を高速道路と広幅員道路が通過するため、地域の環境への影響や地域コミュニティの分断等が問題となり、早い時期から地元に「対策協議会」が設置され、地元と関係機関でま
    ちづくりに関する協議が行われている。

　大和川線及び堺松原線が整備されることによって、本地区に道路の不足する状況は一定解消されるものの、次の課題を抱えている。
　・地域の道路が狭く、大和川線及び堺松原線と接続して整備の効果を市街地の中に波及させる道路がない。接続する適切な道路が必要である。
　・堺松原線が利用できることで消火活動の困難地の解消が進むものの、木造密集市街地の中になお消火活動困難地が残る。近い将来に発生が危惧されている南海地震・東南海地震への対応が求められ
　　る本地区では、この機会を捉えてなるべく早い時期に解消することが必要である。
　・以前より人口の高齢化等により、地域の人口減少が進んでいる。地区内に残る未利用地の有効活用を促進などで、定住人口の確保が求められている。
　・大和川線及び堺松原線の整備による市街地分断を緩和し、地域のコミュニティのまとまりの強化、活性化対策が求められている。

　何世代にもわたって暮らしやすい定住環境の形成
　・本市都市計画マスタープランでは、当該地区は「定住促進ゾーン」と位置づける地区であり、地区の類型に応じた諸課題に対応することで、暮らしやすい定住環境の形成を促進していくとして
　　いる。当地区に関する類型としては「古くから形成されている集落地（旧市街地）」と「密集市街地」である。これらの地区類型では、定住促進を目指して対応していく諸課題を次のように
　　設定している。
　　　類型１：古くから形成されている集落地（旧市街地）　－　特徴的な景観を活かしつつも、防災上の対応等を行っていくことが必要である。
　　　類型２：密集市街地　－　生活道路・下水道等生活基盤の整備、安全な歩行空間の確保、老朽化した家屋の更改、防災対策などが求められる。また、状況に応じて基盤整備等を改めて行うことも
　　　　　　　考えられる。

指　　標 定　　義

 12.1%
（高速道路は除く）

地区道路密度の向上 　地区面積あたりの道路面積。

　市街地の骨格となる道路のネットワークを形成するととも
に、生活道路が整える定住環境の実現を図る。
（市域の平均道路密度　13.6%）＞（本地区の道路密度　10.6%）
の状態となっており現状の改善を図る。
※数値は都市計画基礎調査による。

10.6%

　コミュニティセンターを利用した交流イベント
開催回数

　地域分断要素の堺松原線敷地内に設けるコミュニティセン
ターを有効活用することで、コミュニティのまとまり形成を
促進する。

0回/年

地域住民の事業評価

スポーツ施設の利用者数 　開設時における施設利用者数（１カ月あたり）
　スポーツ施設の整備により、地域住民の地域間交流の場を
提供する。

0人/月 880人/月



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
「整備方針１ 消火活動困難地の解消」
・当地区は、道路の整備が不十分な旧来の集落地と密集市街地で構成されており、消防車など緊急車両の進入
が困難な区域が近鉄南大阪線付近に広がっている。
　また、近い将来の南海地震・東南海地震の発生が危惧されていることから、避難路及び救援路確保のために
も、適切な間隔で道路整備が必要になっている。
　このような地区の課題の解消を図るため、近鉄南大阪線の軌道縦断の変更工事にあわせて線路に沿って側道
を整備する。

・道路事業（基幹事業/市道　天美北６１号線、市）
・道路事業（基幹事業/市道　天美北６２号線、市）
・道路事業（基幹事業/市道　天美北６３号線、市）
・道路事業（基幹事業/市道　市道天美北６７号線、市）

「整備方針３　地域コミュニティの連携強化」
・大和川線及び堺松原線に伴って地区が中央部でいわば“分断”される形となるため、地区内における人と人
とのふれあいや連帯感が希薄化することが懸念される。このため、地域住民による活動を育成し、活発化する
ための環境づくりが求められているところである。そこで、これらの交流や連帯に配慮するため、地域コミュ
ニティ活動を確保・促進するためのコミュニティセンターを整備し、地域間交流の場となるスポーツ施設を整
備する。また、隣接して備蓄倉庫機能を持つ防災センターを設け、コミュニティに周知された防災拠点として
いく。

・高次都市施設（基幹事業/コミュニティセンター新築事業、市）
・地域生活基盤施設（基幹事業/防災センター新築事業、市）
・まちづくり活動推進事業（提案事業/まちづくり協議会設立運営、
市）
・地域創造支援事業（提案事業/スポーツ施設整備、市）

○自然の緑、貴重な緑の保全
　　本地区の北側には都市を代表する緑である大和川があり、地区内の一団の農地とともに生物の生息空間、移動空間など自然と共生する緑地として保全し、幹線道路（大和川線、堺松原線）により
分断される地区内に、みどりと潤いのあるまちづくりをめざす。
○快適な歩行ネットワークの形成
　　また、大和川の河川敷には、レクレーション活動の拠点と位置づけている大和川西青少年運動広場があり、堤防敷にはサイクルロードも整備が予定されており、地区内の幹線道路歩道整備との
ネットワークにより、快適な歩行空間の形成を図る。
○事業終了後の持続的なまちづくり活動
　・地域コミュニティ活動の一環として、また地区住民の健康づくりの場として、ウォーキングマップの作成や、ウォーキングイベントの開催。
　・通学路における、登下校時の児童の安全を守るため、学校・PTAと地区住民の協力による見守り隊などの結成。

「整備方針２ 地区の骨格道路の整備」
・当地区は、堺松原線に接続する道路が少なく、堺松原線の整備効果を活かしにくい道路のネットワークと
なっている。これは、当地区が市街地として望まれる水準で道路の段階構成が形成されていないためであり、
適切な間隔で地区の骨格となる道路の整備が必要である。
　このような地区の課題の解消を図るため、近鉄南大阪線の軌道縦断の変更工事にあわせて線路に沿って配置
する側道等の整備及び当面整備予定のない都市計画道路大阪河内長野線の堺松原線北側区間付近に市道を整備
し、現在の市街地と堺松原線を接続を図る。
  また、三宅西で予定されている圃場整備内の道路と本地区内の道路が接続できるよう関係する本地区内の道
路整備等を行う。

・道路事業（基幹事業/市道　天美北４３号線、市）
・道路事業（基幹事業/市道　天美北６１号線、市）
・道路事業（基幹事業/市道　天美北６２号線、市）
・道路事業（基幹事業/市道　天美北６３号線、市）
・道路事業（基幹事業/市道　天美北６４号線、市）
・道路事業（基幹事業/市道　市道天美北６８号線、市）
・道路事業（基幹事業/市道　市道天美北６７号線、市）
・道路事業（基幹事業/市道　市道天美中央線他１路線、市）
・道路事業（基幹事業/市道　(仮称)三宅西１０１号線、市）
・地域創造支援事業（提案事業/今井戸川護岸改修、市）



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 市道天美北43号線 松原市 直 L＝200m H25 H25 H25 H25 15 15 15 15
道路 市道天美北61号線 北西 松原市 直 L＝140m,W=5m H24 H26 H24 H26 21 21 21 21

道路 市道天美北62号線 南西 松原市 直 L＝200m,W=5m H24 H26 H24 H26 30 30 30 30

道路 市道天美北63号線 北東 松原市 直 L＝140m,W=5m H24 H25 H24 H25 21 21 21 21

道路 市道天美北64号線 南東 松原市 直 L＝200m,W=5m H24 H25 H24 H25 30 30 30 30

道路 市道天美北68号線 松原市 直 L＝250m,W=9m H22 H24 H22 H24 372 372 372 372

道路 松原市 直 L＝170m,W=6m H22 H26 H22 H26 400 400 400 400

道路 市道天美中央線他１路線 松原市 直 L＝100m,W=5m H25 H26 H25 H26 86 86 86 86

道路 （仮称）市道三宅西101号線 松原市 直 L＝10m,W=6m H25 H25 H25 H25 45 45 45 45

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 (仮称)天美西防災センター 松原市 直 A＝約130㎡ H26 H26 H26 H26 70 70 70 70

高質空間形成施設

高次都市施設 松原市 直 A＝約500㎡ H25 H26 H25 H26 202 202 202 202

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 1,292 1,292 1,292 1,292 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

松原市 直 － H23 H26 H23 H26 20 20 20 20

スポーツ施設整備 松原市 直 A=約8,500㎡ H24 H26 H24 H26 305 305 305 305

松原市 直 L＝160m H25 H26 H25 H26 14 14 14 14

合計 339 339 339 339 …B
合計(A+B) 1,631

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
大阪府 国土交通省 Ｌ＝2.7km ○ H18 H26 70,668

大阪府 国土交通省 Ｌ＝2.1km ○ H18 H26 17,734

大阪府 国土交通省 Ｌ＝0.5km ○ H18 H26 4,592

三宅土地改良区 農林水産省 A=10ha ○ H26 H28 ―

合計 92,994

交付対象事業費 1,631 交付限度額 652.4 国費率 0.40

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目 うち民負担分

市道天美北67号線

（仮称）天美北コミュニティセンター

住宅市街地
総合整備
事業

0

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目 うち民負担分

事業活用調査

0

まちづくり活動
推進事業

まちづくり協議会設立運営

規模
（いずれかに○）

地域創造支援
事業 今井戸川護岸改修

事業期間
全体事業費

大阪府道高速大和川線 堺市境界～松原ＪＣＴ

都市計画道路堺松原線 府道大阪狭山線～国道３０９号

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名

都市計画道路大阪河内長野線 堺松原線～（旧）大堀堺線

圃場整備事業 三宅西圃場整備
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緊急車輌の目標到達時間を超える区域面積 （ ㎡ ） 17,900 （22年度） → 0 （26年度）

地区の道路密度 （ ％ ） 10.6 （22年度） → 12.1 （26年度）

→

天美地区（大阪府松原市） 整備方針概要図

目標
コミュニティのつながりで安心して暮らせるまちづくり

代表的な
指標 交流イベント回数

地域住民の事業評価

（ 回/年 ）

（ ％ ） 40.4
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（26年度）

（26年度）50
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■基幹事業 道路事業
市道天美北61号線

■基幹事業 高次都市施設
・地域交流センター

（仮称）天美北コミュニティセンター

天美地区
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■基幹事業 道路事業
市道天美北64号線

□提案事業 まちづくり活動推進事業
まちづくり協議会設立運営

○関連事業
都市計画道路大阪河内長野線

■基幹事業 道路事業
市道天美北67号線

■基幹事業 道路事業
市道天美北68号線

■基幹事業 道路事業
市道天美北62号線

基幹事業

提案事業

関連事業

凡 例

■基幹事業 道路事業
市道天美中央線他1路線

■基幹事業 道路事業
市道天美北43号線

○関連事業
阪神高速道路大和川線

○関連事業
都市計画道路堺松原線

□提案事業 地域創造支援事業
スポーツ施設整備

□提案事業 地域創造支援事業
今井戸川護岸改修

■基幹事業 道路事業
（仮称）市道三宅西101号線

■基幹事業 道路事業
市道天美北63号線

■基幹事業 地域生活基盤施設
・地域防災施設

（仮称）天美西防災センター

○関連事業
三宅西圃場整備


